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研究要旨 

生体に無害な近赤外光を用いた最新の技術である光干渉断層画像診断法（Optical 

Coherence Tomography：以下 OCT）は、非侵襲下に組織の精密断層像を得ることがで

きる最先端の医療撮像技術として、口腔領域の新たな診断機器となる可能性を有する。

OCTは、X線、CT、MRI、超音波検査に次ぐ最先端の医療画像診断技術といわれてお

り、CT、MRIなどの既存の医療用画像診断技術の数十倍の解像度を有する上に、日本

人の発癌の 3.2％は医療診断用放射線によるとのランセット誌の報告もあり、X 線や

CT 診断では不可避であった被曝の問題を解消している点でも、画期的な撮影技術で

ある。しかし、口腔領域での OCTの臨床研究は世界的に極めて少なく、口腔分野への

応用の道が開ければパノラマX線装置以来の口腔領域の新たな画像診断機器となる可

能性を有する有望な非侵襲診断技術として期待されている。 

国立長寿医療センター口腔機能再建科では、OCTの非侵襲性、高空間分解能、客観

性、同時性、低価格性などの特性を生かして歯科臨床への応用を行い、産官学共同で

歯科用光干渉断層画像診断装置の開発を進め、日本発、世界初の製品化を目指し研究

開発を進めている。初年度である本年度の研究結果として、以下のことが判明した。 

1) 抜去歯牙の初期う蝕（CO）、エナメル質う蝕（C1）、象牙質う蝕（C2）について OCT

撮影画像所見と同一歯牙の病理組織学所見を比較したところ、ほぼ一致した所見

が得られ、歯科用 OCT 画像診断機器はう蝕の診断に有効であることが確認された。 

2) 歯科用 OCT 画像診断機器を用いて咬合面、隣接面、根面のう蝕の観察と、エナメ

ル質亀裂の観察、また三次元立体画像構築によるコンポジットレジン充填の辺縁

封鎖性の検査と、コンポジットレジン充填内部の欠陥の抽出を行ったところ、歯

科用 OCT 画像診断機器から得られたう蝕や亀裂またはギャップは、実体顕微鏡で

観察した結果と一致しており、それぞれの臨床的評価手段として極めて有効であ

ることが判明した。 

3) 歯科用 OCT 画像診断機器はレジン充填の臨床診断に極めて有効であることが示唆

された。 

4) 歯科用 OCT 画像診断機器にて、義歯の内部を非破壊的に観察でき、立体像の構築

が可能となったことから、非破壊品質管理システムとして系統的に構築すること

により臨床応用への可能性が考えられた。 

5) 上下顎前歯部において歯槽骨が鮮明に観察され、歯科用 OCT 画像診断機器による

歯周病の診断の可能性が示唆された。 

6) 歯科用 OCT 画像診断機器は歯頚部での歯根破折線の発見に有用である可能性が示

唆された。 



7) 歯科用 OCT 画像診断機器は口唇小唾液腺疾患の病態解明および診断に有効である

可能性が示唆された。 

8) 歯科用 OCT 画像診断機器の画像は、高解像度ではあるが撮影深度が浅いことが判

明し、今後の新たな光源の開発など、光の到達深度を向上させる技術の開発が必

要と考えられた。 

9) OCT に使用する光学系を利用した赤外吸収スペクトル解析法によるう蝕歯牙の評

価、および OCT 画像上に物資の構造データをマッピングする技術の開発を行った。 

10) 根管内用プローブとソフトウェアの開発に着手し、細径ファイバープローブおよ

びプローブ回転機構の設計・試作を行った。 

11) 波長走査型の 1550nm 帯の光源を新たに開発し、その性能を評価した。 

初年度の研究成果を社会に還元するように努力した結果、特許登録 1件、特許出願

3件、英文論文 8論文、日本語論文 2論文、総説・著書 5件、講演 4回、学会発表 26

回の研究成果を得た。 
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A. 研究目的 

光干渉断層画像診断法（Optical 

Coherence Tomography：以下 OCT）は、近

赤外光と簡単な光学干渉計の応用により、

被写体内部から得られた後方散乱光を解析

することで組織断面の高解像度断層画像を

描出することが可能な最先端の画像撮像技

術である。OCT は、生体に無害な近赤外光

を用いるために、非侵襲下に組織の精密断

層像を得ることができる最先端の医療撮像

技術であり、1991 年に米国マサチューセッ

ツ工科大学の研究チームよる最初の論文報

告が science 誌に発表された。Huang らが

OCT の医療分野全般における有用性を示唆

したように、現在眼科領域では臨床検査機

器として普及しており、加齢黄斑変性症の

病態解明などに貢献する所は極めて大きい。

また、内視鏡型 OCT、高解像度 OCT の登場

に伴い循環器領域、消化器領域、呼吸器領

域、皮膚科領域、婦人科領域などあらゆる

医療分野において報告され、世界的に開発

競争が行われている。OCT は、X 線、CT、MRI、

超音波検査に次ぐ最先端の医療画像診断技

術といわれており、CT、MRI の数十倍の解



像度を有する上に、臨床の現場で撮影と同

時にその場で画像が確認でき、診療技術の

向上や患者へのインフォームド・コンセン

トにも利用できる。さらに、OCT は近赤外

光を用いるため被曝が無いという最大の利

点がある。日本人の発癌の 3.2％は医療診

断用放射線の被曝によるものであるとの報

告（Lancet, 2004）もあり、X 線や CT で不

可避であったこの問題を気にすることなく

頻回に撮影可能であるという点で、画期的

な診断機器である。 

しかし、口腔領域での OCT の臨床研究は、

「口腔」という狭く複雑かつ微細な組織を

適切に撮影できる OCT 機器がないために、

世界的に報告例が極めて少なく、口腔分野

への応用の道が開ければパノラマ X 線装置

以来の口腔領域の新たな画像診断機器とな

る可能性を持つ有望な非侵襲診断技術とし

て期待されている。この様な背景の下、国

立長寿医療センター口腔機能再建科では、

これまでに産官共同で系統的に歯科用 OCT

画像診断機器の開発を行ってきた。 

本研究班の第 1の目的は、OCTの非侵襲性、

高空間分解能、客観性、同時性、低価格性

などの特性を生かして歯科臨床への応用を

行い、①歯牙う蝕診断、②レジン充填内部

の臨床診断、③完成義歯の非破壊検査、④

歯周病診断、⑤歯根破折の診断、⑥口腔軟

組織疾患診断等に有効性があるかどうかを

確認し、併せて⑦歯科用 OCT 画像診断機器

と従来の画像診断機器との画像比較検討を

行うことにある。本研究の第 2 の目的は、

歯科用 OCT 画像診断機器の新規プローブや

新たな光源の開発を試み、歯科医療機器と

してさらに実用性の高い装置の開発を試み

ることである。将来的には、産官学共同で

歯科用 OCT 画像診断機器の開発を進め、日

本発、世界初の新世代の歯科用画像診断機

器としての製品化を目指している。 

本研究は、平成 19 年 7 月に発表された「国

立高度専門医療センターの今後のあり方に

ついての有識者会議報告書」のナショナル

センターが担う主な分野の 8 項目のうち、

3：「高度先駆的かつ安全な診断、治療技術

の開発」、5：「高い開発リスクを有する新規

市場分野を中心とした医薬品・医療機器の

開発」に該当しナショナルセンターが行う

べき研究として適切なものである。さらに、

平成 19 年 4 月に発表された「革新的医薬

品・医療機器創出のための５か年戦略（文

部科学省・厚生労働省・経済産業省）」の主

旨に合致し、国策にも沿った開発研究であ

る。 

 

B. 研究方法 

 本研究の 2 本柱として、 

1. 歯科・口腔分野での歯科用 OCT 画像診

断機器の応用と評価  

2. 新たな歯科用 OCT 画像診断機器の機器

開発 

を 3 年計画にて行う。 

1. 歯科・口腔分野での歯科用 OCT 画像診

断機器の応用と評価  

歯科用 OCT 画像診断機器の非侵襲性、高

空間分解能、客観性、同時性などの特性を

生かして歯科臨床への応用と評価を行う。

初年度は、①歯牙う蝕診断（研究代表者：

角 保徳、研究分担者：田上順次）、②レジ

ン充填内部の臨床診断（研究代表者：角 保

徳、研究分担者：田上順次）③完成義歯の

非破壊検査（研究協力者：水口俊介）、④歯

周病診断（研究代表者：角 保徳、研究協

力者：和泉雄一）、⑤歯根破折の診断（研究

分担者：須田英明）、⑥口腔軟組織疾患診断

（研究代表者：角 保徳、研究分担者：下

郷和雄）等に歯科用 OCT 画像診断機器が歯

科・口腔疾患の診断に有効であるか否かの

確認を開始し、併せて⑦歯科用 OCT 画像診



断機器と従来の画像診断機器との画像比較

検討（研究分担者：小林  馨）を行った。 

 

2. 新たな歯科用 OCT 画像診断機器の機器

開発 

初年度は産官学共同で根管内用のプロー

ブや波長の異なる新たな光源などの新規機

器開発を開始した（研究代表者：角 保徳、

研究分担者：杉本伸人、根本哲也）。 

（倫理面での配慮） 

研究を開始するにあたり、各所属組織の倫

理規定を遵守した。各試行において、目的、

方法、手順、起こりうる危険性についての

説明を口頭および文章で提示し、承諾書に

より被検者の同意を得るなど、インフォー

ムド・コンセントに基づき倫理面への十分

な配慮を行った。 

 

C. 研究結果 

1. 歯科・口腔分野での歯科用 OCT 画像診

断機器の応用と評価 

①歯牙う蝕診断：初年度は、抜去歯牙の初

期う蝕（CO）、エナメル質う蝕（C1）、象牙

質う蝕（C2）について OCT 画像所見と同一

歯牙の病理組織学所見を比較したところ、

ほぼ一致した所見が得られた。ゆえに、歯

科用 OCT 画像診断機器はう蝕の診断に有効

であることが確認された。さらに、隣接面

う蝕モデルを作製し、OCT による断層画像

診査を試みたところ、隣接面のコンタクト

直下に形成された窩洞は、OCT による検出

が可能であり、臨床における隣接面う蝕も

OCT により検出できる可能性が示唆された。

これらの OCT 撮影では、う蝕病変のみなら

ず、う蝕発生の一因にもなり得る歯牙表面

の微細な亀裂も OCT により明瞭に検出でき

た。 

従って、う蝕病変と亀裂の抽出において

OCT の有効性が示唆され、歯表面から観察

を行った場合、歯の内部の情報を断層画像

として捉えることができた。 

②レジン充填内部の臨床診断：歯科用 OCT

画像診断機器により撮影した OCT 画像上に

おいて、視診やレントゲン診査で評価不能

なレジン充填部分のマージンの段差、コン

トラクションギャップ（以下、ギャップ）

や、レジン内部に存在する気泡、2 次う蝕

などが明確に確認できた。さらに、コンポ

ジットレジン充填の辺縁封鎖性や内部欠陥

の調査にも有効であることが判明した。 

③完成義歯の非破壊検査：クラックを含む

義歯床用レジンを、走査電子顕微鏡（SEM）

と歯科用 OCT 画像診断機器にて同部の画像

を取得し比較検討を行った。その結果、SEM

画像と OCT 画像では観察部の床用レジン内

部構造が似通っていた。標本内部の観察に

あたり、SEM 画像では表面のみの構造の観

察に限られ、内部の観察には義歯を破壊す

る必要があった。一方、OCT 画像では、義

歯を破壊することなく内部の観察が可能で

あった。加えて、取得した OCT 画像からは

断層像を合成することで立体像の構築が可

能であった。 

④歯周病診断：歯科用 OCT 画像診断機器に

よる評価は比較的短時間で完了することが

可能で、撮影時に口唇の圧排に伴う軽度の

不快感や OCT 口腔内プローブに装着したガ

イドフレームの接触による軽度の疼痛は認

められたが、撮影後に対象部位に撮影が原

因と思われるような肉眼的組織変化は認め

られず、非侵襲下で歯周組織の診断を行う

ことが可能であった。歯科用 OCT 画像診断

機器を臨床応用したところ、エナメル質、

象牙質、歯肉、歯根、歯槽骨などの解剖学

的形態が確認できた。特に、上下顎前歯部

において歯槽骨が鮮明に観察された。歯頸

部付近に付着したプラークも特定が可能で

あった。さらに歯肉内部における OCT の特



徴的画像として、上皮層と結合組織が判別

可能と考えられ、また結合組織内には根尖

側から歯冠側方向に走行する特徴的な高輝

度の刷毛様構造が認められた。 

⑤歯根破折の診断：抜去歯を使用し、歯科

用実体顕微鏡、歯科用コーンビーム CT およ

び歯科用 OCT 画像診断機器にて撮影を行っ

た。その結果、実体顕微鏡下では観察でき

る歯質の幅や高さなどの観察可能範囲に制

限があり、歯科用コーンビーム CT では金属

アーチファクトなどの影響により診断が困

難な場合が多い傾向にあった。歯科用 OCT

画像診断機器ではアーチファクトの影響は

あまり受けないため、臨床での有用性が考

えられた。 

⑥口腔軟組織疾患診断：OCT 垂直断層像で

は、全例で上皮層と口輪筋層の間の結合組

織層内に口唇腺の小葉の存在が確認され、

それぞれの境界も明瞭に描出された。口唇

腺の小葉は腺房構造を認め、中央部からは

上皮層を貫き口腔内へ走行する導管が認め

られた。上皮層表層は高信号領域を示す明

度の高い帯状領域として認められ、基底層

に位置する部位までは 

上皮層表層よりも、やや明度の低い中等度

の信号領域として確認された。結合組織層

は中等度から高信号領域として描出される

事が確認された。口唇腺の小葉と周囲の結

合組織との境界部には高信号帯を認め、小

葉内部は比較的低信号領域として描出され

た。歯科用 OCT 画像診断機器を口腔小唾液

腺に応用したところ、口唇腺の精密な断層

画像が得られた。さらに、取得した OCT 画

像からは 3 次元 OCT 画像の構築も可能であ

り、歯科用 OCT 画像診断機器は口唇腺の診

断に有効である可能性が示唆された。 

⑦歯科用 OCT 画像診断機器と従来の画像診

断機器との画像比較検討：歯科用 OCT 画像

診断機器の画像と従来の画像診断法である

歯科用コーンビーム CT、ヘリカル CT およ

び X 線撮影の画像とを解剖体摘出標本を被

写体として、同一被写体内において画像上

で比較検討した。その後、摘出標本を頬(唇)

舌方向に切断し、構造を確認した。歯科用

コーンビーム CT、ヘリカル CT および X 線

撮影の画像に比較して、歯科用 OCT 画像診

断機器の画像は、高解像度ではあるが撮影

深度が浅いことが判明した。歯科用 OCT 画

像診断機器で撮影した OCT 画像上では、上

顎前歯部唇側、下顎前歯部唇側、舌側など

の歯肉が比較的薄い部位では、歯肉表面と

骨面を描出していた。また、骨膜を介して

骨面を描出することも可能だった。 

 

2. 新たな歯科用 OCT 画像診断機器の機器

開発 

①根管内撮像用プローブ開発：初年度は、

歯牙根管内の OCT 画像の撮像測定のための

プローブとソフトウェアの開発に着手し、

細径ファイバープローブおよびプローブ

回転機構の設計・試作を行った。 

②新たな OCT 用光源の開発：波長走査型の

1550nm 帯の光源を新たに開発し、試作機を

作製した。基本特性を評価した上で、抜去

歯牙にて根管内の撮影を行った。その結果、

1310nm 帯の光源とほぼ同等の解像度およ

び撮影深度の画像が得られた。 

③歯科用 OCT 画像上に物資の構造データの

マッピング：OCT に使用する光学系を利用

したフーリエ変換赤外分光法（Fourier 

Transform Infrared Spectroscopy:以下、

FTIR）によるう蝕歯牙の評価、および OCT

画像上に物資の構造データをマッピング

する技術の開発を行った。その結果、う蝕

部に特異的な赤外吸収波数を確認し、正常

部との区別が可能であることを示した。ま

た、OCT が像情報からう蝕部のマッピング

を行うための解析プロトコルの設計およ



び GUI（Graphical User Interface）を製

作した。 

 

D. 考察 

1. 歯科・口腔分野での歯科用 OCT 画像診

断機器の応用と評価 

①歯牙う蝕診断：咬合面、隣接面ならびに

根面う蝕の診断に歯科用 OCT 画像診断機器

を用いた場合、比較的平坦な隣接面などの

エナメル質では近赤外光が透過しやすく、

また表面の反射や散乱が少ない場合に光の

減衰が抑制され、深部のう蝕から得られた

干渉シグナルを捉えることができた。これ

に対して、根面う蝕のような象牙質う蝕の

場合、う蝕病巣での散乱による近赤外光の

減衰は著しく、この部分での観察可能深度

は大幅に浅化するために、OCT 画像上で深

さ方向のう蝕病巣の拡大を把握することは

困難であった。これはエナメル質と象牙質

とが有する屈折率や散乱値などの光学的特

性の違いによるものと推察され、象牙質う

蝕の診断に OCT を用いる場合、観察可能深

度の向上を主体としたさらなる改良が必要

と考えられた。しかしながら、エナメル質

における深さ方向の情報は優れており、特

に亀裂のような破断面からの反射シグナル

が得られる場合、エナメル象牙境をこえて

象牙質にまで到達するような変化をも画像

化することが可能であった。したがって、

隣接面う蝕のような、視診や X 線写真では

きわめて検知困難な病変を診査する場合、

比較的平坦なエナメル質から OCT の近赤外

光を通して観察する工夫が必要であり、今

後口腔内で使用できるような自由度が高い

小型の撮影用プローブの開発が必要と思わ

れた。また、極めて速い撮影速度での撮影

が可能な歯科用 OCT 画像診断機器では、連

続する断面で得られた OCT 画像を直ちに構

築することが可能であるため、３次元画像

解析による客観的かつ明快な診断がチェア

ーサイドで行える可能性を有しているもの

と考えられた。 

②レジン充填内部の臨床診断：今回、コン

ポジットレジンにより充填された充填物周

囲にみられる接着界面のギャップの検出を

試みたところ、従来の診査法ではわからな

かったレジン充填部のマージンの段差が

OCT 画像上で確認することができたため、

歯科用 OCT 画像診断機器は微小漏洩の診査

に有効である可能性が高いと考えられた。

さらに窩洞内に充填されたコンポジットレ

ジンと健常歯質との間に発生したギャップ

の形態は、その断面の肉眼所見と一致して

おり、歯科用 OCT 画像診断機器では、充填

物と健全歯質との封鎖性を肉眼的に確認し

たコンポジットレジン充填物周囲の二次う

蝕部分はう蝕の評価結果と同様に、OCT 画

像上には高輝度部分として描出されたこと

から、高輝度部分は、う蝕病変部からの強

い反射もしくは散乱によるものであろうこ

とが推察された。歯科用 OCT 画像診断機器

はレジン充填の臨床診断に極めて有効であ

る可能性が示唆された。 

③完成義歯の非破壊検査：歯科用 OCT 画像

診断機器により、非破壊的に義歯内部の状

態を確認できたことから本手法を非破壊品

質管理システムとして系統的に構築するこ

とにより臨床応用への可能性が考えられた。

本システムを確立することによって、材料

欠陥、義歯の破折を未然に発見できること

から、義歯補綴治療の予知性と義歯使用患

者 QOL の向上が期待できると考えられた。

材料疲労試験時のリアルタイム内部構造観

察が可能であることから、義歯材料の疲労、

破壊のメカ二ズムが解明され、材料の物性

向上に寄与することができるとも考えられ

た。さらに、本システムの確立により、義

歯補綴治療の予知性と義歯使用患者 QOL の



向上が期待でき、材料の物性向上や新規材

料開発に寄与することができると考えられ

た。 

以上により、歯科用 OCT 画像診断機器の補

綴分野への臨床応用の有用性が示唆された。 

④歯周病診断：歯科用 OCT 画像診断機器を

用いた歯周組織の画像診断は、非侵襲的か

つ即時的に断層画像上で歯槽骨縁の評価を

行うことが可能と考えられ、従来行われて

きたプロービングなどの侵襲的手法に比べ

ると極めて有効で臨床への貢献が大いに期

待できる新たな診断法になり得ると考えら

れる。歯周組織の断層が光工学の応用によ

り容易に診えることは非常に画期的なこと

で、しかも今回、OCT 画像上で観察した歯

周組織の中には歯槽骨縁の位置や形態も十

分に判別可能である症例が多く、歯槽骨縁

の形態や、歯肉縁から歯槽骨縁までの計測

値の取得などよる評価を非侵襲的に行いう

る可能性が示唆された。今後は、より確実

な臨床応用へ向けてさらなる詳細な検討が

必要であるものと考えられた。 

⑤歯根破折の診断：歯科用 OCT 画像診断機

器により歯頚部において撮影された OCT 画

像上で破折線を疑う線状構造を確認可能で

あったため、更なる検討が必要であるもの

の、歯頚部での歯根破折線の発見に有用で

ある可能性が示唆された。今後は症例数の

増加や、画像解析等も含めた総合的な検討

を行う必要性があると考えられた。 

⑥口腔軟組織疾患診断：本研究において、

歯科用 OCT 画像診断機器により非侵襲的に

かつ高解像度な口唇組織の微細構造の描出

を確認する事が可能であった。口唇腺を撮

影した OCT 画像は客観的な微細形態学的評

価を可能にし、新たなシェーグレン症候

群・口腔乾燥症の病態解明及び非侵襲検査

法への確立に寄与出来る可能性が高いと考

えられた。 

⑦歯科用 OCT 画像診断機器と従来の画像診

断機器との画像比較検討：本研究では、解

剖献体を用いて口腔組織の様々な部位の撮

影、検討を行った。その結果から、歯科用

OCT 画像診断機器は、高解像度ではあるが

撮影深度が浅いことが判明し、今後の新た

な光源の開発など、光の到達深度の向上が

必要であると考えられ、期待される。 

 

2. 新たな歯科用 OCT 画像診断機器の機器

開発 

①根管内用プローブ開発：今回の試作では

GRIN レンズの焦点距離をファイバ中心軸

から 5mm 程度とした。実際の歯牙の根管内

径が 2-3mm 程度であることを考えると、焦

点距離と撮影目的部位の位置の不一致に

より横方向（円周方向）の分解能が劣化し

ており、再試作する際はこの点を修正して

いく必要があると考えられた。 

②新たな OCT 用光源の開発：1550nm 帯の光

源を試作した。光源の内部構成は 1310nm

帯のものとほぼ同等であるポリゴンスキャ

ナーによる構成であり、半導体光アンプ、

光サーキュレータ、光ファイバカプラの各

部品を 1550nm 帯用のものに交換すること

によって実現できた。その他の機構、電気

部品は、これまでに製作した歯科用 OCT 画

像診断機器に使用した 1310nm 帯の標準品

(HSL-2000)のものを使用した。光源の性能

面においては、帯域 160nm、 ｺﾋｰﾚﾝｽ長 11mm

とほぼ 1310nm 帯と同等以上、出力波形もガ

ウシアン上のリップルの少ない良い特性が

得られた。また、簡易的な実験により、

1550nm の光源は従来の 1310nm 帯の干渉計

システムをそのまま共用しても画像が出力

できることを確認した。これによって、光

源の波長による画像への影響をより公平に、

かつ正確に比較検証できることを確認でき

た。 



③歯科用 OCT 画像上に物資の構造データの

マッピング：本研究の結果、う蝕部と正常

部は FT-IR 測定によって判別できることが

わかった。また、特定波数の吸光度比から、

う蝕の進行度を判別できる可能性を示した。

OCT 画像への構造データマッピングにつ

いて解析プロトコルおよびマッピング画面

を製作した（特許申請準備中）。 

 

E. 結論 

1) 抜去歯牙の初期う蝕（CO）、エナメル質

う蝕（C1）、象牙質う蝕（C2）について

OCT 撮影画像所見と同一歯牙の病理組

織学所見を比較したところ、ほぼ一致

した所見が得られ、歯科用 OCT 画像診

断機器はう蝕の診断に有効であること

が確認された。 

2) 歯科用 OCT 画像診断機器を用いて咬合

面、隣接面、根面のう蝕の観察と、エ

ナメル質亀裂の観察、また３次元立体

画像構築によるコンポジットレジン充

填の辺縁封鎖性の検査と、コンポジッ

トレジン充填内部の欠陥の抽出を行っ

たところ、歯科用 OCT 画像診断機器か

ら得られたう蝕や亀裂、またはギャッ

プは、標本断面を観察した肉眼所見と

一致しており、それぞれの臨床的評価

手段として極めて有効であることが判

明した。 

3) 歯科用 OCT 画像診断機器はレジン充填

の臨床診断に極めて有効であることが

示唆された。 

4) 歯科用 OCT 画像診断機器にて、義歯の

内部を非破壊的に観察でき、立体像の

構築が可能となったことから、非破壊

品質管理システムとして系統的に構築

することにより臨床応用への可能性が

考えられた。 

5) 上下顎前歯部において歯槽骨が鮮明に

観察され、歯科用 OCT 画像診断機器に

よる歯周病の診断の可能性が示唆され

た。 

6) 歯科用 OCT 画像診断機器は歯頚部での

歯根破折線の発見に有用である可能性

が示唆された。 

7) 歯科用 OCT 画像診断機器は口唇小唾液

腺の病態解明、ならびに診断に有効で

ある可能性が示唆された。 

8) 歯科用 OCT 画像診断機器の画像は、高

解像度ではあるが撮影深度が浅いこと

が判明し、今後の新たな光源の開発な

ど、光の到達深度の向上が期待される。 

9) OCT に使用する光学系を利用した赤外

吸収スペクトル解析法によるう蝕歯牙

の評価、および OCT 画像上に物資の構

造データをマッピングする技術の開発

を行った。 

10) 根管内用プローブとソフトウェアの開

発に着手し、細径ファイバープローブ

およびプローブ回転機構の設計・試作

を行った。 

11) 波長走査型の 1550nm 帯の光源を新た

に開発し、その性能を評価した。 

 

初年度の研究成果を社会に還元するよう

に努力した結果、特許登録 1件、特許出願

3件、英文論文 8論文、日本語論文 2論文、

総説・著書 5件、講演 4回、学会発表 26

回の研究成果を得た。 
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2. 著書・総説など 
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日出願 

3. 角 保徳、小澤 総喜 

基準格子、基準格子の使用方法、及び、

基準格子を備える光干渉断層画像診断

装置 

特願 2010－018928 平成 22 年 1 月 29
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